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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は、福岡労働局の調査において、当社が行った雇用調整助成金の申請内容に疑義が判明し、社内調査を行った

結果申請内容に不適切な内容が認められたため、2023年3月1日に外部の弁護士及び公認会計士、社会保険労務士を委

員として構成する特別調査委員会を設置し、調査を進め、2023年4月19日に特別調査委員会から調査報告書を受領いた

しました。

特別調査委員会の調査の結果、調査対象期間である2020年4月から2022年9月までに行われた雇用調整助成金の申請

に不正行為や不適切な申請内容が含まれていることが判明しました。

この調査結果を受けて、福岡労働局に調査結果を報告するとともに、不正受給として当社が受領した雇用調整助成

金全額（違約金及び延滞金を含む）を返還することとしました。

これに伴い、過大計上となっていた雇用調整助成金収入の修正を行うため、2021年2月期及び2022年2月期の有価証

券報告書、2021年2月期第2四半期から2023年2月期第3四半期までの四半期報告書についての決算訂正を行うこととい

たしました。

これにより、2023年１月13日に提出いたしました第44期第３四半期（自　2022年９月１日　至　2022年11月30日）

四半期報告書の記載事項の一部を訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

第２【事業の状況】

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

(2) 財政状態の分析

第４【経理の状況】

２．監査証明について

１【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

【注記事項】

（１株当たり情報）

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第43期

第３四半期累計期間
第44期

第３四半期累計期間
第43期

会計期間
自 2021年３月１日
至 2021年11月30日

自 2022年３月１日
至 2022年11月30日

自 2021年３月１日
至 2022年２月28日

売上高 (千円) 3,725,221 3,783,861 4,580,751

経常利益又は経常損失(△) (千円) 22,844 272,269 △202,662

四半期純利益又は当期純損失(△) (千円) 6,316 188,902 △614,992

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 555,092 555,092 555,092

発行済株式総数 (株) 5,551,230 5,551,230 5,551,230

純資産額 (千円) 2,587,979 2,491,893 2,207,984

総資産額 (千円) 4,140,021 4,161,976 3,814,504

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり当期純損失(△)

(円) 1.20 35.90 △116.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 3.00 3.00 6.00

自己資本比率 (％) 62.5 59.9 57.9
 

　

回次
第43期

第３四半期会計期間
第44期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2021年９月１日
至 2021年11月30日

自 2022年９月１日
至 2022年11月30日

１株当たり四半期純損失(△) (円) △12.31 △0.94
 

(注) １ 持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社が存在しないため記載しておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用しており、当第３四半期累計期間及び当第３四半期会計期間に係る主要な経営指標等については、当

該会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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（訂正後）

回次
第43期

第３四半期累計期間
第44期

第３四半期累計期間
第43期

会計期間
自 2021年３月１日
至 2021年11月30日

自 2022年３月１日
至 2022年11月30日

自 2021年３月１日
至 2022年２月28日

売上高 (千円) 3,725,221 3,783,861 4,580,751

経常利益又は経常損失(△) (千円) △109,439 156,865 △371,822

四半期純利益
又は四半期(当期)純損失(△)

(千円) △136,857 108,696 △784,151

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 555,092 555,092 555,092

発行済株式総数 (株) 5,551,230 5,551,230 5,551,230

純資産額 (千円) 2,332,245 2,129,968 1,926,265

総資産額 (千円) 4,109,909 4,152,644 3,779,021

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期(当期)純損失(△)

(円) △26.01 20.66 △149.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 3.00 3.00 6.00

自己資本比率 (％) 56.7 51.3 51.0
 

　

回次
第43期

第３四半期会計期間
第44期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2021年９月１日
至 2021年11月30日

自 2022年９月１日
至 2022年11月30日

１株当たり四半期純損失(△) (円) △28.45 △6.33
 

(注) １ 持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社が存在しないため記載しておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用しており、当第３四半期累計期間及び当第３四半期会計期間に係る主要な経営指標等については、当

該会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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第２ 【事業の状況】

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

（訂正前）

（省略）

以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高は3,783,861千円と前年同四半期と比べ58,639千円（1.6%）

の増収となりました。

利益につきましては、継続的に実施している工場と店舗の統廃合による事業効率化の効果もあり、営業利益は

91,565千円と前年同四半期と比べ258,502千円（前年同四半期は営業損失166,937千円）の増益、経常利益は272,269

千円と前年同四半期と比べ249,425千円（1,091.8%）の増益、四半期純利益は188,902千円と前年同四半期と比べ

182,585千円（2,890.5%）の増益となりました。

なお、営業外収益に新型コロナウイルス感染症対策として実施した休業や営業時間短縮に伴う雇用調整助成金

115,404千円を計上しております。

（省略）

 

（訂正後）

（省略）

以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高は3,783,861千円と前年同四半期と比べ58,639千円（1.6%）

の増収となりました。

利益につきましては、継続的に実施している工場と店舗の統廃合による事業効率化の効果もあり、営業利益は

91,565千円と前年同四半期と比べ258,502千円（前年同四半期は営業損失166,937千円）の増益、経常利益は156,865

千円と前年同四半期と比べ266,304千円（前年同四半期は経常損失109,439千円）の増益、四半期純利益は108,696千

円と前年同四半期と比べ245,554千円（前年同四半期は四半期純損失136,857千円）の増益となりました。

（省略）
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（２）財政状態の分析

（訂正前）

（資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて158,118千円増加し、915,296千円となりました。これは、現金及び預金が

241,887千円、売掛金が55,888千円増加したことなどによります。

固定資産は、前事業年度末に比べて189,353千円増加し、3,246,679千円となりました。これは、土地が62,912千

円、差入保証金が28,068千円減少したものの、投資有価証券が162,774千円増加したことなどによります。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて347,471千円増加し、4,161,976千円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて168,898千円増加し、843,781千円となりました。これは、１年内返済予定の

長期借入金が20,302千円減少したものの、未払法人税等が74,046千円増加したことなどによります。

固定負債は、前事業年度末に比べて105,334千円減少し、826,302千円となりました。これは、役員退職慰労引当

金が27,790千円増加したものの、長期借入金が142,515千円減少したことなどによります。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて63,563千円増加し、1,670,083千円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べて283,908千円増加し、2,491,893千円となりました。これは、その他有価証

券評価差額金が162,706千円、利益剰余金が121,201千円増加したことによります。

 
（訂正後）

（資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて184,268千円増加し、905,964千円となりました。これは、現金及び預金が

241,887千円、売掛金が55,888千円増加したことなどによります。

固定資産は、前事業年度末に比べて189,353千円増加し、3,246,679千円となりました。これは、土地が62,912千

円、差入保証金が28,068千円減少したものの、投資有価証券が162,774千円増加したことなどによります。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて373,622千円増加し、4,152,644千円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて521,489千円増加し、1,196,373千円となりました。これは、１年内返済予定

の長期借入金が20,302千円減少したものの、未払金が388,387千円、未払法人税等が38,847千円増加したことなどに

よります。

固定負債は、前事業年度末に比べて351,570千円減少し、826,302千円となりました。これは、役員退職慰労引当

金が27,790千円増加したものの、長期未払金が246,235千円、長期借入金が142,515千円減少したことなどによりま

す。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて169,919千円増加し、2,022,675千円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べて203,702千円増加し、2,129,968千円となりました。これは、その他有価証

券評価差額金が162,706千円、利益剰余金が40,996千円増加したことによります。
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第４ 【経理の状況】

（訂正前）

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2022年９月１日から2022年11月

30日まで)及び第３四半期累計期間(2022年３月１日から2022年11月30日まで)に係る四半期財務諸表について、EY新日

本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

（訂正後）

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2022年９月１日から2022年11月

30日まで)及び第３四半期累計期間(2022年３月１日から2022年11月30日まで)に係る四半期財務諸表について、EY新日

本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、訂正後の四半期財務諸表について、EY新日本有限責

任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

（訂正前）

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年２月28日)
当第３四半期会計期間
(2022年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 395,742 637,629

  売掛金 73,732 129,621

  商品 18,606 19,951

  原材料及び貯蔵品 22,323 33,694

  前払費用 59,513 58,925

  その他 187,259 35,473

  流動資産合計 757,178 915,296

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 253,384 259,333

   土地 1,742,633 1,679,720

   その他（純額） 64,926 82,879

   有形固定資産合計 2,060,943 2,021,933

  無形固定資産   

   のれん 10,367 8,892

   その他 33,902 54,801

   無形固定資産合計 44,269 63,694

  投資その他の資産   

   投資有価証券 284,662 447,437

   差入保証金 421,974 393,906

   その他 253,817 328,041

   貸倒引当金 △8,343 △8,333

   投資その他の資産合計 952,112 1,161,051

  固定資産合計 3,057,326 3,246,679

 資産合計 3,814,504 4,161,976

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 19,630 31,121

  短期借入金 100,000 100,000

  1年内返済予定の長期借入金 211,204 190,902

  未払金 262,959 263,556

  未払法人税等 25,682 99,729

  賞与引当金 9,800 28,360

  資産除去債務 2,582 2,240

  その他 43,023 127,871

  流動負債合計 674,883 843,781

 固定負債   

  長期借入金 506,622 364,107

  退職給付引当金 142,272 149,924

  役員退職慰労引当金 125,831 153,621

  資産除去債務 95,661 93,144

  その他 61,249 65,504

  固定負債合計 931,636 826,302

 負債合計 1,606,520 1,670,083
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年２月28日)
当第３四半期会計期間
(2022年11月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 555,092 555,092

  資本剰余金 395,973 395,973

  利益剰余金 1,421,500 1,542,702

  自己株式 △166,932 △166,932

  株主資本合計 2,205,634 2,326,836

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 2,350 165,056

  評価・換算差額等合計 2,350 165,056

 純資産合計 2,207,984 2,491,893

負債純資産合計 3,814,504 4,161,976
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（訂正後）

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年２月28日)
当第３四半期会計期間
(2022年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 395,742 637,629

  売掛金 73,732 129,621

  商品 18,606 19,951

  原材料及び貯蔵品 22,323 33,694

  前払費用 59,513 58,925

  その他 151,776 26,140

  流動資産合計 721,695 905,964

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 253,384 259,333

   土地 1,742,633 1,679,720

   その他（純額） 64,926 82,879

   有形固定資産合計 2,060,943 2,021,933

  無形固定資産   

   のれん 10,367 8,892

   その他 33,902 54,801

   無形固定資産合計 44,269 63,694

  投資その他の資産   

   投資有価証券 284,662 447,437

   差入保証金 421,974 393,906

   その他 253,817 328,041

   貸倒引当金 △8,343 △8,333

   投資その他の資産合計 952,112 1,161,051

  固定資産合計 3,057,326 3,246,679

 資産合計 3,779,021 4,152,644

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 19,630 31,121

  短期借入金 100,000 100,000

  1年内返済予定の長期借入金 211,204 190,902

  未払金 262,959 651,347

  未払法人税等 25,682 64,530

  賞与引当金 9,800 28,360

  資産除去債務 2,582 2,240

  その他 43,023 127,871

  流動負債合計 674,883 1,196,373

 固定負債   

  長期借入金 506,622 364,107

  長期未払金 246,235 ―

  退職給付引当金 142,272 149,924

  役員退職慰労引当金 125,831 153,621

  資産除去債務 95,661 93,144

  その他 61,249 65,504

  固定負債合計 1,177,872 826,302

 負債合計 1,852,756 2,022,675
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年２月28日)
当第３四半期会計期間
(2022年11月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 555,092 555,092

  資本剰余金 395,973 395,973

  利益剰余金 1,139,781 1,180,777

  自己株式 △166,932 △166,932

  株主資本合計 1,923,915 1,964,911

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 2,350 165,056

  評価・換算差額等合計 2,350 165,056

 純資産合計 1,926,265 2,129,968

負債純資産合計 3,779,021 4,152,644
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

（訂正前）

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

売上高
※１  3,725,221 ※１  3,783,861

売上原価 1,065,595 987,461

売上総利益 2,659,626 2,796,400

販売費及び一般管理費 2,826,564 2,704,835

営業利益又は営業損失(△) △166,937 91,565

営業外収益   

 受取利息 4 2

 受取配当金 497 588

 受取家賃 35,318 38,501

 雇用調整助成金 132,514 115,404

 その他 29,988 29,009

 営業外収益合計 198,323 183,506

営業外費用   

 支払利息 1,928 2,103

 賃貸借契約解約損 6,404 500

 その他 208 198

 営業外費用合計 8,541 2,801

経常利益 22,844 272,269

特別利益   

 固定資産売却益 1,578 11,229

 投資有価証券売却益 ― 58

 受取保険金 ―
※２  50,000

 特別利益合計 1,578 61,288

特別損失   

 固定資産売却損 605 14,101

 固定資産除却損 1,639 1,284

 減損損失 14,274 ―

 役員退職慰労引当金繰入額 ―
※３  25,000

 特別損失合計 16,519 40,386

税引前四半期純利益 7,903 293,171

法人税等 1,586 104,269

四半期純利益 6,316 188,902
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（訂正後）

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

売上高
※１  3,725,221 ※１  3,783,861

売上原価 1,065,595 987,461

売上総利益 2,659,626 2,796,400

販売費及び一般管理費 2,826,564 2,704,835

営業利益又は営業損失(△) △166,937 91,565

営業外収益   

 受取利息 4 2

 受取配当金 497 588

 受取家賃 35,318 38,501

 その他 30,219 29,009

 営業外収益合計 66,039 68,101

営業外費用   

 支払利息 1,928 2,103

 賃貸借契約解約損 6,404 500

 その他 208 198

 営業外費用合計 8,541 2,801

経常利益又は経常損失(△) △109,439 156,865

特別利益   

 固定資産売却益 1,578 11,229

 投資有価証券売却益 ― 58

 受取保険金 ―
※２  50,000

 特別利益合計 1,578 61,288

特別損失   

 固定資産売却損 605 14,101

 固定資産除却損 1,639 1,284

 減損損失 14,274 ―

 役員退職慰労引当金繰入額 ―
※３  25,000

 特別損失合計 16,519 40,386

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失(△) △124,380 177,767

法人税等 12,476 69,070

四半期純利益又は四半期純損失(△) △136,857 108,696
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【注記事項】

(１株当たり情報)

（訂正前）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2021年３月１日
至 2021年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年３月１日
至 2022年11月30日)

１株当たり四半期純利益 1円20銭 35円90銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益(千円) 6,316 188,902

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 6,316 188,902

普通株式の期中平均株式数(株) 5,261,231 5,261,201
 

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（訂正後）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2021年３月１日
至 2021年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年３月１日
至 2022年11月30日)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失(△) △26円01銭 20円66銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) △136,857 108,696

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) △136,857 108,696

普通株式の期中平均株式数(株) 5,261,231 5,261,201
 

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年５月31日

株式会社きょくとう

取締役会  御中

EY新日本有限責任監査法人

　福岡事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石　　田　　博　　信  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 廣　　住　　成　　洋  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社きょく

とうの2022年３月１日から2023年２月28日までの第44期事業年度の第３四半期会計期間(2022年９月１日から2022年11月

30日まで)及び第３四半期累計期間(2022年３月１日から2022年11月30日まで)に係る訂正後の四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社きょくとうの2022年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期財務諸表を訂正している。なお、当

監査法人は、訂正前の四半期財務諸表に対して2023年１月13日に四半期レビュー報告書を提出しているが、当該訂正に

伴い、訂正後の四半期財務諸表に対して本四半期レビュー報告書を提出する。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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